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論文審査の要旨 

 

血栓性脳梗塞のリスクである頸動脈プラークの不安定性は、臨床的に重要な研究テーマ

であり、過去にも様々なモダリティで評価されてきたが、申請者は、プラーク内に流入

する新生血管に着目した研究をおこなった。頚動脈プラーク内の新生血管は脆弱で粥腫

内出血を引き起こしプラーク不安定性の要因となることが知られている．新生血管は血

管外膜側からの vasa vasorum から出現するとの報告が多いが，本研究では、血管内腔か

らプラーク内に流入する血流を造影超音波で評価し、症候の有無や病理学的所見と対比

した．頚動脈内膜剥離術が施行された 68 症例を対象とし、造影超音波検査におけるプラ

ーク内部に出現する microbubble を定性及び定量にて評価し、病理標本で新生血管の密

度の計測と連続切片で内腔側からの新生血管増生の評価を行った．血管内腔からの新生

血管が症候性プラークと相関が強いことを明らかにし、プラーク不安定性の評価に造影

超音波が臨床上有用であることを示した。本研究成果は、新生血管の起源を考える上で

画期的な成果といえる。公聴会では、今後の研究課題について、新生血管と VWF や VEGF

などの血液因子との関連について検討したいとの返答や、実臨床への還元として、心疾

患や悪性腫瘍など脳梗塞の原因を有する症例でのプラーク不安定性の評価により有効

であることなど、的確に回答した。 

本研究の超音波造影法を用いた頸動脈病変の病態解明は将来の脳卒中診療の精度向上

に貢献する画期的な手法で、臨床神経学の発展に大きく寄与するものと考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに臨床神経筋病態学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。 
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